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主
流
に
逆
ら
っ
て

　
　
　
－
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
以
後
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
文
学
1

　
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
動
静
に
関
連
し
て

ロ
バ
ー
ト
・
ボ
ー
ン
は
、
「
四
十
年
代
と
五
十
年
代
の
戦
争
世
代

を
そ
れ
に
見
合
う
二
十
年
代
の
戦
争
世
代
と
較
べ
る
と
、
黒
人
民

族
主
義
の
再
生
で
は
な
く
て
同
化
志
向
の
波
が
見
受
け
ら
れ
る
」

と
述
べ
、
大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
戦
後
の
黒
人
小
説
家
た
ち
は
、

三
つ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
作
品
を
、
H

フ
ラ
ン
ク
・
ヤ
ー
ビ
ィ
（
寄
彗
斤
く
胃
一
ミ
）
（
一
九
ニ
ハ
ー
　
　
）

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
逃
避
的
文
学
－
商
業
べ
ー
ス
に
の
っ
た

低
俗
小
説
　
⇔
　
抗
議
小
説
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
人
種
的
な
関

心
を
捨
て
て
同
化
志
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
チ
ェ
ス
タ
ー
．
ハ

イ
ム
ズ
（
O
臣
津
實
｝
ま
鶉
）
（
一
九
〇
九
1
　
　
）
、
ア
ン
．

ベ
ト
リ
ィ
（
＞
昌
－
弔
卑
｛
）
（
一
九
一
一
1
　
　
）
、
ウ
ィ
ラ
ー

斎
　
　
藤

忠

利

ド
・
モ
ヅ
ト
リ
ー
（
名
…
胃
o
呂
o
φ
｛
）
（
一
九
一
二
－
一
九

六
五
）
な
ど
の
作
品
、
⇔
　
黒
人
生
活
に
題
材
を
求
め
な
が
ら
も

そ
れ
を
普
遍
的
な
人
間
の
問
題
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
ド
ロ

シ
ィ
・
ウ
ェ
ス
ト
（
∪
o
H
o
旨
く
考
窪
汁
）
（
一
九
一
〇
－
　
　
）
、

オ
ー
ウ
ェ
ン
・
ド
ド
ス
ン
（
O
峯
9
U
o
穿
昌
）
（
一
九
一
四
－

　
　
）
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
デ
ン
ビ
ィ
（
≦
畠
討
旨
］
）
①
冒
σ
｝
）
（
一
九

二
二
1
　
　
）
、
ラ
ル
フ
・
エ
リ
ソ
ン
（
射
嘗
昏
｝
■
旨
㎝
o
■
）
（
一

九
一
四
－
　
　
）
な
ど
の
極
め
て
個
性
的
な
作
品
、
と
に
分
類

　
　
＾
1
）

し
て
い
る
。

　
こ
の
分
類
法
の
当
否
は
別
に
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ア
メ

リ
カ
黒
人
が
そ
の
同
化
志
向
を
強
め
た
と
す
る
ボ
ー
ン
の
意
見
に

は
、
必
ら
ず
し
も
同
調
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の

卿



（21）　主流に逆らって

民
主
主
義
を
守
る
た
め
の
戦
い
に
白
人
た
ち
と
伍
し
て
生
命
を
か

け
て
戦
っ
た
ア
メ
リ
カ
黒
人
が
、
戦
後
そ
の
菱
言
カ
を
強
め
、
公

立
挙
校
に
お
け
る
白
・
黒
児
童
の
分
離
を
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し

て
、
多
年
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
憤
行
化
し
て
い
た
「
分
離
は

す
れ
ど
も
平
等
」
（
、
器
幅
量
宗
σ
鼻
8
冨
一
、
）
の
原
則
を
く
つ
が

え
し
た
歴
史
的
な
最
高
裁
判
決
（
一
九
五
四
）
に
カ
づ
け
ら
れ
、

自
信
を
深
め
た
こ
と
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
ア
メ
リ
カ
社
会
へ
の

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
同
化
志
向
が
強
ま
っ
た
証
左
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
上
述
し
た
ボ
ー
ン
の
分
類
法
に
従
え
ぱ
、
第
三
グ
ル
ー
プ
の
作

家
た
ち
の
一
人
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ヅ
ク
・
バ
ワ

ー
運
動
」
（
望
彗
汀
勺
o
老
胃
崖
o
き
昌
o
鼻
）
の
高
ま
り
の
申
で
、

そ
の
運
動
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
一
人
に
擬
せ
ら
れ
た
観
が
あ
る

が
、
預
言
者
的
な
情
熱
を
感
じ
さ
せ
る
エ
ヅ
セ
イ
集
『
次
は
、
火

だ
』
（
§
雨
ま
ミ
ミ
“
慧
皇
§
“
）
（
一
九
六
三
）
の
中
で
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
－

　
第
二
次
世
界
大
戦
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
黒
人
に
与
え
ら
れ

た
処
遇
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
関
係
の

上
で
転
機
を
画
す
る
も
の
の
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
α
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
簡
潔
に
、
い
さ
さ
か
単
純
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
に

言
え
ぱ
、
あ
る
種
の
希
望
が
消
え
失
せ
、
白
い
ア
メ
リ
カ
人

た
ち
に
対
す
る
あ
る
種
の
敬
意
の
念
が
う
す
れ
た
の
だ
。
ア

メ
リ
カ
黒
人
は
、
白
い
ア
メ
リ
カ
人
を
憐
れ
む
、
も
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

憎
む
よ
う
に
な
り
だ
し
た
の
だ
。

　
つ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
戦
争

体
験
は
、
「
ハ
ー
レ
ム
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ

う
な
、
ア
メ
リ
カ
の
建
国
の
理
念
に
対
す
る
全
面
的
な
信
頼
を
、

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
間
に
回
復
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
信
を

つ
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ
黒
人
は
、
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

幻
滅
感
を
深
く
さ
え
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
幻
滅

感
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
に
同
化
を
強
い
な
が
ら
、
な
お
も
そ
の

「
分
」
を
守
ら
せ
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
実
態
を
ア
メ
リ
カ
黒

人
が
見
抜
く
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
は
、
差
別
的
な
ア
メ
リ
カ
社
会
の
多
元
的

な
傭
造
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
失
わ
れ
て
い
た
自
己

σ
主
体
性
を
回
復
し
よ
う
と
し
て
、
差
別
構
造
を
止
揚
し
た
新
し

い
ア
メ
リ
カ
社
会
の
多
元
的
な
構
造
を
摸
索
し
よ
う
と
か
る
に
至

21



一橋論叢 第八十八巻 第一号　（22）

る
の
で
あ
る
。
ラ
ル
フ
・
エ
リ
ソ
ン
の
傑
作
『
見
え
な
い
人
間
』

（
一
九
五
二
）
は
、
正
に
、
差
別
的
な
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ア
メ

リ
カ
黒
人
の
幻
滅
感
を
基
調
と
し
、
「
白
い
」
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
同

化
を
忌
避
し
よ
う
と
す
る
婆
勢
を
示
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
バ
ワ
ー
運
動
」
に
か
か
わ
っ
て
か
ら
の

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
小
説
作
品
に
は
、
ま
ず
、

『
も
う
一
つ
の
国
』
（
』
§
§
ミ
o
§
ミ
ミ
）
（
一
九
六
二
）
以
来
、

実
に
六
年
ぷ
り
の
長
編
小
説
『
教
え
て
く
れ
、
い
つ
汽
車
は
出
て

し
ま
っ
た
の
か
』
（
ご
ミ
ミ
軸
ミ
o
蔓
卜
o
奏
§
雨
H
ミ
ぎ
、
｝
d
雨
§

3
§
）
（
一
九
六
八
）
が
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
、
話
の
大
筋
と

し
て
、
国
の
内
外
に
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
黒

人
俳
優
が
、
出
演
中
の
舞
台
で
心
臓
の
発
作
に
お
そ
わ
れ
、
病
院

に
運
ば
れ
る
際
の
回
想
と
い
う
形
で
、
そ
の
生
い
た
ち
、
俳
優
修

業
、
そ
れ
に
主
と
し
て
白
人
女
性
を
相
手
と
す
る
女
体
遍
歴
を
語

る
、
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

　
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
主
人
公
の
黒
人
俳
優
に
「
リ
ー
オ
・
プ
ラ

ウ
ド
ハ
マ
ー
」
1
「
リ
ー
オ
」
は
「
ラ
イ
オ
ン
」
、
「
プ
ラ
ウ

ド
」
は
「
誇
り
高
き
」
、
「
ハ
マ
ー
」
（
槌
）
は
「
男
根
」
の
含
意

を
も
つ
1
と
い
う
名
を
与
え
て
、
自
立
で
き
る
黒
人
芸
術
家
の

心
意
気
を
示
し
、
そ
の
主
人
公
が
自
人
女
性
と
肉
体
関
係
を
重
ね

る
と
い
う
設
定
に
よ
っ
て
、
タ
ブ
ー
と
し
て
の
白
人
女
性
の
神
秘

性
を
剥
ぎ
取
り
、
ま
た
、
恐
る
べ
き
黒
い
セ
ヅ
ク
ス
と
い
う
神
話

を
逆
手
に
取
っ
て
利
用
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
同
時
に
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
主
人
公
の
ボ
デ
ィ
・
ガ
ー
ド
と
し
て
戦
闘
的
な

黒
人
青
年
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
を
配
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

　
も
し
も
孤
高
の
黒
人
俳
優
プ
ラ
ウ
ド
ハ
マ
ー
が
、
ボ
ー
ル
ド
ウ

ィ
ン
の
分
身
的
な
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
戦
闘
的
な
黒
人
青
年

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
は
、
明
ら
か
に
「
ブ
ラ
ヅ
ク
・
バ
ワ
ー
運
動
」
、

す
な
わ
ち
黒
い
カ
の
支
配
を
主
張
す
る
過
激
な
黒
人
運
動
を
象
徴

す
る
人
物
で
あ
る
。
最
終
場
面
と
し
て
、
心
臓
発
作
か
ら
立
ち
直

っ
た
プ
ラ
ウ
ド
ハ
マ
ー
ぱ
、
新
し
い
芝
居
に
出
演
中
で
、
舞
台
の

袖
に
立
ち
、
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ウ
ド
ハ
マ
ー
の
半
生
は
、

見
事
に
生
き
抜
い
て
き
た
黒
人
芸
術
家
の
生
き
方
と
し
て
、
ボ
ー

ル
ド
ウ
ィ
ン
自
身
の
半
生
を
偲
ぱ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
舞
台
の
袖

で
出
番
を
待
つ
プ
ラ
ウ
ド
ハ
マ
ー
の
姿
は
、
心
に
期
す
る
と
こ
ろ

の
あ
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
決
意
の
ほ
ど
を
示
し
て
は
い
る
が
、

「
い
つ
汽
車
は
出
て
し
ま
っ
た
の
か
」
と
問
う
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

は
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
バ
ワ
ー
運
動
」
に
全
面
的
に
コ
、
ミ
ッ
ト
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
歎
い
て
い
る
か
に
見
え
る
。

　
折
し
毛
、
一
九
六
八
年
に
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ィ

脇



（23）主流に逆らって

で
の
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ヅ
ト
運
動
を
通
じ
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
マ

ー
テ
ィ
ン
．
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
（
峯
昌
ま
目
■
自
ま
亀
5
泰
一

旨
．
）
（
一
九
二
九
－
一
九
六
八
）
の
暗
殺
事
件
が
起
こ
り
、
ボ

ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
ア
メ
リ
カ
社
会
に
対
す
る
絶
望
感
を
深
く
す
る
。

〔
キ
ン
グ
牧
師
の
暗
殺
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
暗
殺
（
一
九
六

三
）
、
黒
人
回
教
徒
運
動
の
内
部
分
裂
の
犠
牲
と
な
っ
た
・
マ
ル
カ

ム
．
X
の
死
（
一
九
六
五
）
、
ロ
パ
ー
ト
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
司
法

長
官
の
暗
殺
（
一
九
六
八
）
と
続
く
、
一
連
の
暗
殺
事
件
と
な
ら

ん
で
、
底
知
れ
ぬ
ア
メ
リ
カ
社
会
の
暗
黒
面
を
露
呈
し
た
事
件
で

あ
り
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
与
え
た
衝
撃
が
い
か
に
深
い
も
の
で

あ
っ
た
か
は
、
そ
の
エ
ヅ
セ
イ
築
『
巷
に
名
も
な
く
』
（
≧
o
≧
昌
§
恥

ぎ
§
9
ミ
s
（
一
九
七
二
）
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
〕

　
一
九
七
〇
年
代
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
作
品
と
し
て
は
、
『
マ

ル
カ
ム
．
x
の
自
伝
』
（
掌
恥
＼
ミ
o
s
秦
、
喜
ミ
県
ミ
s
“
s
、
§
k
）

（
一
九
六
四
）
を
も
と
に
し
た
戯
曲
作
品
『
あ
る
日
、
わ
た
し
が

駄
目
に
な
っ
た
と
き
』
（
o
§
b
ミ
一
ミ
き
§
ト
ミ
婁
卜
蔓
）
（
一

九
七
三
）
の
ほ
か
、
長
編
小
説
『
ビ
ー
ル
通
り
が
口
を
き
け
た

ら
』
（
ぐ
隻
ミ
雨
9
§
“
o
§
ミ
§
“
詩
）
（
一
九
七
四
）
、
最
近
作

『
わ
た
し
の
頭
上
に
』
（
㌧
§
“
』
ざ
ミ
ξ
ミ
雨
ミ
）
（
一
九
七
九
）

な
ど
が
あ
る
が
、
『
ビ
ー
ル
通
り
が
口
を
き
け
た
ら
』
は
、
彫
刻

家
志
望
の
黒
人
青
年
を
愛
人
に
も
つ
黒
人
娘
が
一
人
称
の
語
り
手

と
な
っ
て
語
る
物
語
で
あ
る
。

　
二
十
二
歳
に
な
る
黒
人
青
年
フ
ォ
ニ
ィ
は
、
根
拠
の
な
い
婦
女

暴
行
罪
の
嫌
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
獄
中
に
あ
る
。
フ
ォ
ニ
ィ
の
恋
人
、

十
九
歳
に
な
る
黒
人
娘
テ
ィ
ヅ
シ
ュ
と
そ
の
家
族
は
、
フ
ォ
ニ
ィ

の
釈
放
の
た
め
に
協
カ
し
て
奔
走
す
る
。
そ
の
間
、
フ
才
ニ
ィ
の

子
を
身
籠
っ
た
テ
ィ
ヅ
シ
ュ
は
、
獄
中
の
フ
ォ
ニ
ィ
や
家
族
た
ち

の
愛
情
に
包
ま
れ
て
、
出
産
日
を
迎
え
る
。
こ
こ
に
は
、
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
が
白
．
黒
両
人
種
の
い
ず
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
も
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

見
で
き
な
か
っ
た
「
愛
の
達
成
と
結
実
」
が
あ
る
。
し
か
し
現
実

間
題
と
し
て
、
そ
れ
は
、
「
ビ
ー
ル
通
り
が
口
を
き
く
」
こ
と
に

劣
ら
ぬ
現
代
の
奇
跡
で
あ
っ
て
、
7
オ
ニ
ィ
を
投
獄
す
る
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
社
会
に
絶
望
す
る
に
至
っ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
そ

の
奇
跡
を
、
テ
ィ
ヅ
シ
ュ
が
産
も
う
と
し
て
い
る
子
供
の
世
代
に

期
待
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
〔
因
み
に
、
こ
の
作
品
の
題
名
は
、
「
ブ
ル
ー
ス
の
父
」
W
・

C
．
ハ
ン
デ
ィ
（
峯
・
O
・
崖
嘗
｛
く
）
（
一
八
七
三
－
一
九
五
八
）

の
作
詞
に
よ
る
「
ビ
ー
ル
通
り
ブ
ル
ー
ス
」
（
、
雰
竺
O
望
篶
9

望
冨
m
、
）
の
一
節
に
由
来
し
て
お
り
、
そ
の
歌
詞
の
一
部
を
引
用

脂
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す
れ
ぱ
、
「
ビ
ー
ル
通
り
が
口
を
き
け
た
ら
／
ビ
ー
ル
通
り
が
口

を
．
き
け
た
ら
／
結
婚
し
た
男
た
ち
が
床
と
り
上
げ
て
、
歩
か
に
ゃ

な
る
ま
．
い
」
（
、
■
国
撃
庁
望
冨
9
8
自
巨
ぎ
－
打
、
H
｛
臼
窒
宥

望
冨
黒
o
o
自
5
ま
一
ぎ
㌧
雪
胃
『
｛
＆
峯
o
■
幸
o
目
巨
ブ
聖
く
①
ざ
雪
片
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

｛
｝
9
H
一
〕
o
印
ω
印
目
ρ
考
巴
斤
、
）
〕

　
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
最
近
作
『
わ
た
し
の
頭
上
に
』
は
、
中
期

の
名
作
「
サ
ニ
ィ
の
ブ
ル
ー
ス
」
（
．
．
ω
O
冒
｝
、
蜆
里
亮
ω
二
）
（
一
九

五
七
）
1
短
篇
集
『
そ
の
男
に
会
い
に
行
こ
う
と
し
て
』
（
o
3
轟

δ
ミ
ミ
§
軸
ミ
§
）
（
一
九
六
五
）
に
再
録
－
を
拡
張
し
た
観

の
あ
る
長
編
小
説
で
あ
り
、
良
く
も
悪
く
も
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、

こ
の
作
品
を
も
っ
て
、
最
初
の
長
編
小
説
『
山
に
登
り
て
告
げ

よ
』
（
3
§
ミ
ミ
§
き
雨
ミ
o
§
§
｛
ミ
）
（
一
九
五
三
）
で
始
ま

る
ひ
と
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
閉
じ
る
に
至
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
は
、
小
説
家
ボ

ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
仕
事
の
総
決
算
も
し
く
は
集
大
成
と
も
い
う
ぺ

き
も
の
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
に
完
結
し
た
ひ
と
つ

の
サ
イ
ク
ル
は
、
螺
線
状
に
上
昇
し
て
見
事
な
達
成
の
高
み
に
届

い
た
、
－
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
話
の
筋
と
し
て
『
わ
た
し
の
頭
上
に
』
は
、
黒
人
ゴ
ス
ペ
ル
．

シ
ン
ガ
ー
の
弟
ア
ー
サ
ー
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
つ
と
め
た
兄
の
ホ
ー

ル
・
モ
ン
タ
ナ
が
語
り
手
と
な
っ
て
、
三
十
九
歳
の
若
さ
で
ロ
ン

ド
ン
の
バ
ブ
で
急
死
し
た
弟
ア
ー
サ
ー
に
ま
つ
わ
る
話
を
語
る
、

と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
ア
ー
サ
ー
の
急
死
を
知
ら
せ
る

電
話
に
よ
っ
て
ホ
ー
ル
が
衝
撃
を
受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
話
は
始
ま

っ
て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ヅ
ク
の
手
法
に
よ
る
ホ
ー
ル
の
回
想
と
い

う
形
で
話
は
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
、
ア
ー
サ
ー
の
生
き
ざ
ま
を
軸

と
し
て
ア
ー
サ
ー
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
た
ち
の
群
像
が
描

き
出
さ
れ
、
最
後
に
ア
ー
サ
ー
の
急
死
に
至
っ
て
話
は
ふ
り
出
し

に
も
ど
る
。

　
こ
の
作
品
の
時
代
背
景
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年

代
の
朝
鮮
戦
争
－
語
り
手
の
ホ
ー
ル
、
そ
れ
に
ア
ー
サ
ー
と
四

重
唱
団
を
組
ん
で
い
た
仲
間
の
一
人
は
、
朝
鮮
戦
争
に
駆
り
出
さ

れ
る
L
黒
人
回
教
徒
運
動
、
黒
人
公
民
権
運
動
な
ど
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
小
説
作
品
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
九
歳
の
時
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教

師
を
つ
と
め
る
娘
ジ
ュ
リ
ア
、
ア
し
サ
ー
と
同
性
愛
の
関
係
を
も

つ
ジ
ュ
リ
ア
の
弟
ジ
ミ
ィ
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ギ
ュ
イ
な
ど
の
人
物

が
と
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
問
題
は
、
「
サ
ニ
ィ
の
ブ
ル
ー
ス
」
に
お
い
て

見
ら
れ
た
語
り
の
形
式
、
す
な
わ
ち
、
黒
人
芸
術
家
で
あ
る
弟
を

泌



（25）主流に逆ら．って

も
つ
兄
が
、
弟
の
芸
術
の
世
界
に
つ
い
て
理
解
を
持
と
う
と
す
る
、

と
い
う
語
を
語
る
形
式
が
、
な
ぜ
、
ま
た
も
や
、
『
わ
た
し
の
頭

上
に
』
に
お
い
て
踏
襲
さ
れ
る
に
至
ウ
た
の
か
、
と
い
う
点
に

あ
る
。
か
つ
て
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
・
ク
リ
ー
ヴ
ァ
ー
（
里
串
巨
o
q
①

Ω
①
彗
實
）
（
一
九
三
五
1
　
　
）
は
、
『
永
の
上
の
魂
』
（
吻
o
ミ

§
ト
ミ
）
（
一
九
六
八
）
の
中
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
を
痛
烈
に
批

判
し
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
白
人
種
の
価
値
観
に
取
り
込
ま
れ
て

「
不
本
意
な
が
ら
黒
人
で
あ
る
男
」
、
「
黒
い
身
体
の
白
人
」
、
黒
人

種
の
死
滅
を
願
う
病
的
な
倒
錯
者
で
あ
る
、
と
き
め
つ
け
た
こ
と

　
　
＾
5
）

が
あ
っ
た
。
も
し
も
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
、
サ
ニ
ィ
の
兄
、
ア
ー

サ
ー
の
兄
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ぱ
、
こ
れ
ら

二
つ
の
作
品
に
共
通
す
る
語
り
の
形
式
は
、
正
に
ア
メ
リ
カ
黒
人

の
一
人
で
あ
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
、
自
ら
の
同
胞
に
他
な
ら
な

い
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
世
界
と
の
間
に
、
あ
る
種
の
溝
が
生
じ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
り
、
そ
の
溝
を
へ
だ
て
て
し
か
呼
ぴ

か
け
ら
れ
な
い
歎
き
を
表
現
し
て
い
る
、
と
言
え
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
『
わ
た
し
の
頭
上
に
』
と
い
う
題
名
は
、
『
も
う
ひ
と
つ
の
国
』

の
中
で
、
ル
ー
フ
ァ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
の
妹
、
ジ
ャ
ズ
：
ソ
ン
ガ
ー

の
ア
イ
ダ
・
ス
コ
ヅ
ト
が
口
ず
さ
む
歌
1

わ
た
し
の
頭
上
に

大
気
の
中
に
　
音
楽
が
聞
こ
え
る

そ
し
て
　
わ
た
し
は
　
ほ
ん
と
に
信
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

ど
こ
か
に
神
様
が
　
い
ら
っ
し
ゃ
る
　
と

ー
の
一
節
に
由
来
す
る
が
、
『
わ
た
し
の
頭
上
に
』
か
ら
は
、

天
上
の
音
楽
も
聞
こ
え
て
来
な
け
れ
ぱ
、
紳
の
存
在
を
信
じ
て
疑

わ
な
い
信
仰
の
声
も
聞
こ
え
て
来
な
い
。
語
り
手
ホ
ー
ル
に
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
夢
の
中
で
生
前
の
弟
の
面
影
を
偲
ぷ
こ
と
だ
け

で
あ
り
、
夢
か
ら
醒
め
て
涙
を
流
す
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
も
は
や
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
を
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
に
然
る
べ

く
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
、
か
つ
て
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
前
向

き
の
婆
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
白
い
ア
メ
リ
カ
に
絶
望
し
た
ボ
ー
ル

ド
ウ
ィ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
と
の
連
帯
感
さ
え
失
な
お
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『
十
倍
も
黒
く
』
（
H
§
H
ぎ
凄
史
§
申
）
（
一
九
七
二
）
に
短
篇

小
説
を
一
篇
、
発
表
し
た
だ
け
で
文
学
の
世
界
か
ら
離
れ
て
し
ま

　
　
　
9
）

っ
て
い
．
る
が
、
一
時
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
続
く
有
望
な
作
家
と

肋
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見
ら
れ
て
い
た
の
が
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
メ
イ
フ
ィ
i
ル
ド
（
盲
－
彗

峯
嘗
首
①
5
）
（
一
九
二
八
1
　
　
）
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
小

説
『
大
当
た
り
』
（
『
ぎ
ミ
s
（
一
九
五
七
）
は
、
ハ
ー
レ
ム
で

ア
バ
ー
ト
の
管
理
人
を
し
て
い
る
貧
し
い
中
年
の
黒
人
ヒ
ュ
ー
バ

ー
ト
・
ク
ー
リ
ー
が
、
数
字
賭
博
に
執
念
を
燃
や
し
、
つ
い
に
幸

運
に
恵
ま
れ
て
大
当
た
り
を
射
止
め
る
が
、
賞
金
を
支
払
う
は
ず

の
数
字
購
博
の
注
文
取
り
の
男
に
高
飛
ぴ
さ
れ
て
し
ま
い
、
大
金

を
手
に
入
れ
て
、
浮
気
相
手
の
女
性
と
新
し
い
生
活
を
始
め
た
い

と
願
っ
て
い
た
そ
の
夢
が
、
は
か
な
く
も
潰
え
去
っ
て
し
ま
う
、

と
い
う
話
を
、
い
さ
さ
か
コ
ミ
カ
ル
に
語
っ
た
作
品
で
あ
る
。
単

純
な
プ
ロ
ッ
ト
で
語
ら
れ
る
こ
の
作
品
に
は
、
サ
ブ
・
プ
ロ
ッ
ト

と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
し
て
い
る
、
主
人
公
の
息
子
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
リ
ー
が
、
そ
の
恋
人
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話

が
撚
り
合
わ
せ
て
あ
る
が
、
恋
人
を
追
い
か
け
て
き
た
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
リ
ー
が
、
停
車
場
で
、
高
飛
ぴ
し
よ
う
と
し
て
い
る
数
字
賭

博
の
注
文
取
り
－
元
ボ
ク
サ
ー
で
あ
っ
た
－
を
腕
づ
く
で
引

き
と
め
よ
う
と
し
て
、
な
ぐ
り
倒
さ
れ
て
し
ま
い
、
夢
が
潰
え
去

っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
な
が
ら
、
大
金
が
屈
け
ら
れ
る
の
を
待
つ

ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
の
姿
を
描
く
こ
の
作
品
の
結
ぴ
は
、
滑
稽
で
あ
る

と
い
う
よ
り
は
、
一
種
、
詩
情
に
も
似
た
哀
れ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
見
方
に
よ
れ
ぱ
、
『
大
当
た
り
』
の
テ
ー
マ
は
、
見
果
て
ぬ
夢

に
終
わ
っ
た
黒
人
版
の
「
ア
メ
リ
カ
の
夢
」
で
あ
る
、
と
す
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
「
ア
メ
リ
カ
の
夢
」
が
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

っ
て
は
、
つ
い
に
「
ア
メ
リ
カ
の
悪
夢
」
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ぱ
、
ア
メ
リ
カ
に
は
も
は
や
期
待
で
き
る
も
の
は
何
ひ

と
つ
存
在
し
な
い
、
と
い
う
客
観
的
な
認
識
か
ら
の
み
、
ア
メ
リ

カ
黒
人
の
新
し
い
夢
は
始
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な

認
識
か
ら
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
ー
の
世
代

に
新
し
い
希
望
を
つ
な
ぐ
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
。

　
『
大
当
た
り
』
の
あ
と
、
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
母
親
が
数
字

購
博
で
当
て
た
賞
金
を
ハ
ー
レ
ム
の
与
太
者
た
ち
に
巻
き
上
げ
ら

れ
た
黒
人
少
年
が
、
盗
み
を
働
い
て
で
も
そ
の
金
を
取
り
戻
そ
う

と
し
て
、
長
い
夜
の
妨
僅
の
末
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
た
父
親
と
再

会
す
る
、
と
い
う
話
を
内
容
と
す
る
『
長
い
夜
』
（
H
ざ
ト
o
轟

き
容
“
）
（
一
九
五
八
）
を
発
表
し
た
。
世
間
知
ら
ず
の
少
年
の

「
イ
ニ
シ
エ
イ
シ
目
ン
」
（
、
巨
弍
嘗
弐
昌
、
）
－
「
人
生
開
眼
」

1
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
す
る
ア
メ
リ
カ
小
説
の
伝
統
と
も
つ

な
が
る
も
の
を
も
つ
こ
の
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
ス
ラ
ム
衛

の
中
で
さ
え
失
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
種
の
明
か
る
さ
を
暗

示
し
て
い
る
が
、
次
の
大
作
『
偉
大
な
る
行
進
』
（
『
ぎ
Ω
§
ミ

鮒



（27）　主流に逆らウて

㌔
ミ
s
き
）
（
一
九
六
一
）
で
は
、
一
転
し
て
、
そ
の
基
調
が
ペ
シ

ミ
ズ
ム
に
傾
い
て
い
る
。

　
『
偉
大
な
る
行
進
』
は
、
政
治
的
な
関
心
を
強
め
る
よ
う
に
な

っ
た
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
構
想
カ
の
大
き
さ
を
示
す
野
心
作
で
あ

っ
て
、
ひ
と
つ
の
社
会
の
大
き
な
動
き
を
、
個
々
の
人
間
の
主
義

主
張
、
権
勢
欲
、
野
心
、
愛
欲
な
ど
の
要
因
竺
言
わ
ぱ
積
分
し
て
、

そ
の
社
会
の
構
造
を
立
体
的
な
複
雑
さ
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し

た
作
品
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
メ
リ
カ
東
部
の
架
空
の
都
市
ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
の
白
人
市
長
ダ

グ
ラ
ス
ニ
ア
イ
ラ
ー
は
、
次
回
の
市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
民
主

党
の
市
長
候
補
か
ら
は
ず
さ
れ
、
黒
人
地
区
の
支
持
が
ど
う
し
て

も
必
要
と
な
る
。

　
折
し
も
、
公
共
挙
校
に
お
け
る
人
種
隔
離
を
違
憲
と
す
る
最
高

裁
判
所
の
判
決
（
一
九
五
四
年
）
に
基
づ
く
共
学
実
施
の
問
題
が
、

ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
市
で
も
も
ち
上
が
り
、
白
人
市
民
の
間
か
ら
は
共

学
反
対
の
動
き
が
表
面
化
し
、
そ
の
一
方
、
黒
人
地
区
を
代
表
す

る
黒
人
市
議
は
、
市
長
を
訪
れ
て
、
共
学
実
施
計
画
へ
の
協
カ
の

約
束
を
と
り
つ
け
る
。

　
こ
う
し
て
ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ
市
に
お
け
る
共
挙
問
題
は
、
市
長
選

な
ら
ぴ
に
市
議
選
の
立
候
補
者
間
の
争
点
な
い
し
は
政
略
の
遣
具

と
さ
れ
、
白
・
黒
両
人
種
の
市
民
た
ち
の
間
に
緊
張
し
た
空
気
が

流
れ
始
め
る
中
で
、
共
学
実
施
の
日
が
近
ず
く
が
、
黒
人
地
区
に

仕
掛
け
ら
れ
た
爆
発
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
報
復
と
し
て
白
人
地

区
へ
の
な
ぐ
り
込
み
事
件
が
起
こ
る
に
及
ん
で
、
ゲ
イ
ン
ズ
ボ
ロ

市
は
ア
メ
リ
カ
全
土
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
事
態
を
重
視
し
た
ダ
グ
ラ
ス
市
長
は
、
黒
人
生
徒
の
登
校
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
共
学
実
施
の
実
現
を
図
る
が
、
校

門
前
で
白
・
黒
両
人
種
の
市
民
た
ち
が
乱
闘
と
な
り
、
騒
ぎ
を
断

い
て
外
に
と
ぴ
出
し
て
き
た
市
長
は
、
白
人
の
右
翼
青
年
の
撃
っ

た
弾
丸
に
あ
た
っ
て
死
亡
す
る
。

　
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
九
五
九
年
の
三
見
に
開
か
れ
た
第
一

回
ニ
グ
ロ
作
家
会
議
に
お
い
て
「
主
流
と
忘
却
の
中
へ
」
（
、
H
津
O

ま
①
旨
巴
冨
旨
撃
昌
彗
｛
O
；
i
9
．
、
）
と
題
す
る
報
告
を
行
な
っ

た
が
、
そ
の
中
で
、

　
黒
人
作
家
の
利
点
、
そ
の
作
品
を
空
虚
な
ア
メ
リ
カ
の
主

流
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
置
き
得
る
要
因
は
、
ア
メ
リ
カ
の
生

活
様
式
の
正
面
が
彼
に
と
っ
て
は
透
け
て
見
え
る
こ
と
だ
。

－
：
：
彼
は
自
国
の
街
路
を
外
国
人
と
し
て
歩
き
、
そ
れ
で
い

て
自
分
の
先
祖
の
大
陸
に
な
ん
の
つ
な
が
り
も
感
じ
て
い
な

〃
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い
。
彼
は
、
実
に
、
祖
国
を
も
た
な
い
人
間
な
の
だ
。
だ
が
、

正
に
こ
の
よ
う
に
距
離
を
置
い
て
い
る
お
か
げ
で
、
黒
人
作

家
は
家
庭
内
の
余
所
者
の
洞
察
力
を
も
ち
得
る
の
で
あ
ウ
て
、

主
流
の
作
家
た
ち
に
は
殆
ど
不
可
能
な
ほ
ど
、
う
ま
く
現
代

ア
メ
リ
カ
生
活
を
解
明
し
て
み
せ
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に

　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

置
か
れ
て
い
る
の
だ
。

と
、
述
ぺ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
負
に
も
拘

ら
ず
、
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
う
黒
人
作
家
の
利
点
が
、
『
偉
大

な
る
行
進
』
に
お
い
て
充
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

こ
の
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
文
挙
の
主
流
に
樟
を
さ
そ
う
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

る
、
と
い
う
評
言
す
ら
聞
か
れ
る
。
た
し
か
に
、
理
想
主
義
的
な

白
人
市
長
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
設
定
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の

暗
殺
事
件
と
、
そ
の
事
件
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
社

会
憎
勢
を
予
言
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
共
学
問
題
を
足
が

か
り
と
し
て
権
勢
欲
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
間
た
ち
ー
そ

こ
に
は
、
も
は
や
白
・
黒
両
人
種
の
別
は
な
い
1
の
あ
さ
ま
し

い
姿
を
描
い
て
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る

理
想
と
政
治
の
現
実
と
の
矛
盾
を
鋭
く
指
摘
し
て
は
い
る
が
、
ア

メ
リ
カ
社
会
の
立
体
的
な
複
薙
さ
を
、
た
と
え
ぱ
登
場
人
物
の
数

を
ふ
や
す
こ
と
で
掩
い
て
み
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
え
る
こ

と
が
措
し
ま
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
学
の

主
流
と
の
断
絶
は
、
徹
底
を
欠
く
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
一
九
六

〇
年
代
の
「
ブ
ラ
ヅ
ク
・
パ
ワ
ー
運
動
」
の
高
ま
り
の
中
で
ア
メ

リ
カ
国
内
で
は
毎
年
の
よ
う
に
黒
人
暴
動
が
繰
り
返
さ
れ
、
ま
た
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化
と
共
に
、
ア
メ
リ
ヵ
人
で
あ
る
こ
と

を
国
際
世
論
の
前
に
恥
じ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ

て
く
る
と
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
「
ア
メ
リ
カ
離
れ
」
も
し
く
は

「
非
ア
メ
リ
カ
化
」
（
、
ま
－
＞
冒
邑
8
邑
N
き
昌
、
）
の
動
き
が
、
白

い
ア
メ
リ
カ
の
価
値
体
系
を
拒
否
し
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
独
自
の
価

値
観
の
確
立
を
求
め
る
動
き
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
芸
術

活
動
の
分
野
で
も
「
黒
い
美
挙
」
（
、
巨
凹
鼻
竃
ω
夢
筈
O
、
）
を
目

指
す
主
張
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
論
文
集
『
黒
い
美
挙
』

（
H
ぎ
曼
§
諒
＼
芝
ぎ
ぎ
）
（
一
九
七
一
）
は
、
そ
の
よ
う
な
主
張

を
、
理
論
、
音
楽
、
詩
、
演
劇
、
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て

強
カ
に
打
ち
出
そ
う
と
し
た
論
文
を
集
め
て
お
り
、
編
者
の
ア
デ

ィ
ソ
ン
・
ゲ
イ
ル
ニ
世
は
、
そ
の
「
序
文
」
の
中
で
、
「
黒
人
た

ち
の
非
ア
メ
リ
カ
化
と
い
う
問
魑
こ
そ
、
黒
い
美
学
の
中
心
に
あ

る
問
題
で
あ
る
」
と
言
い
、
「
黒
い
美
学
と
は
、
筆
者
の
考
え
る

鵬
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と
こ
ろ
で
は
、
ひ
と
つ
の
矯
正
策
－
汚
染
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ニ

ズ
ム
の
主
流
か
ら
黒
人
た
ち
を
助
け
出
し
、
ノ
ー
マ
ン
・
メ
イ
ラ

ー
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
イ
ロ
ン
と
い
っ
た
白
人
作
家
た
ち
の
隊

列
に
加
わ
ろ
う
と
望
ん
だ
り
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
を
、
論
理
的

に
、
す
じ
を
通
し
て
説
い
て
聞
か
せ
る
手
段
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

作
家
と
な
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ア

メ
リ
カ
黒
人
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
、
そ
の
い
ず
れ
の
立
場
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
）

栄
誉
と
な
る
こ
と
は
あ
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
L
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
黒
い
美
学
』
に
納
め
ら
れ
た
三
十
一
二
篇
の
論
文
を
貫
い
て
い

る
基
本
的
な
立
場
は
、
：
旨
に
し
て
言
え
ぱ
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の

文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
主
張
の

言
わ
ぱ
ア
キ
レ
ス
腱
と
も
言
う
ぺ
き
も
の
は
、
「
黒
い
美
学
」
を

目
指
す
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
主
張
そ
の
も
の
が
、
差
別
的
、
抑
圧
的

な
白
人
種
の
言
葉
で
行
な
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
諭
者
の
一
人
も
問
題
に
し
て
、
い
か
に
も
苦
し
げ
に
、

こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
－

…
…
私
達
が
持
ち
出
す
ど
ん
な
議
論
も
、
そ
れ
が
白
人
種
の

言
葉
で
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
基
礎
に
し
て
、

そ
れ
を
無
効
扱
い
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
存
在
す
る
。
な
る

ほ
ど
言
語
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
特
定
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ

を
投
影
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
私
達
黒
人
は
、
私
達
の
書

く
も
の
の
中
で
、
こ
の
種
の
議
論
が
的
は
ず
れ
な
も
の
で
あ

る
と
見
傲
す
自
己
認
識
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
と
信
ず
る
。

こ
の
よ
う
な
読
弁
的
な
議
論
に
対
す
る
私
達
の
極
め
て
明
白

な
回
答
は
、
要
す
る
に
、
私
達
が
自
ら
の
民
族
性
を
創
り
出

す
た
め
に
今
な
お
白
人
種
の
遣
具
を
用
い
て
い
る
と
私
達
に

言
い
聞
か
せ
て
、
白
人
た
ち
が
私
達
の
民
族
性
を
規
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

よ
う
な
こ
と
は
許
さ
な
い
つ
も
り
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
結
局
、
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
が
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
的

な
ア
メ
リ
カ
文
化
へ
の
同
化
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
黒

い
肌
の
下
に
白
い
心
を
か
か
え
た
人
間
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
欧
米
文
化
の
伝
統
を
断
ち
切
ろ
う
と

す
れ
ぱ
、
そ
の
伝
統
そ
の
も
の
を
手
段
と
す
る
ほ
か
は
な
い
、
と

い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
を
宿
命
的
に
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
『
黒
い
美
学
』
に
黒
人
音
楽
論
を
寄
せ
て
い
る
前

衛
的
、
革
命
的
、
戦
闘
的
な
詩
人
・
劇
作
家
ア
ミ
リ
・
パ
ラ
カ

（
＞
昌
三
田
彗
芭
ぎ
）
〔
旧
名
、
リ
ロ
イ
・
ジ
目
ー
ン
ズ
（
5
ヵ
o
｛

－
昌
窃
）
〕
（
一
九
三
四
－
　
　
）
も
、
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
レ
ン

郷
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マ
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
ビ
ー
ト
派
」
の
詩
人
と
し
て
出
発
し
、
つ
い
で
ブ

ラ
ヅ
ク
・
ナ
シ
目
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
ち
、
や
が
て
マ
ル
キ
シ

ズ
ム
、
わ
け
て
も
毛
沢
東
思
想
に
帰
依
す
る
に
至
っ
た
ア
ミ
リ
・

バ
ラ
カ
の
恩
想
的
な
遍
歴
は
、
そ
の
ま
ま
に
ア
メ
リ
カ
黒
人
の

「
非
ア
メ
リ
カ
化
」
の
軌
跡
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
白
い
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
激
し
い
呪
咀
は
、
と
り
も
直
さ
ず
ア
メ
リ
カ
黒
人

の
精
神
的
な
自
殺
行
為
に
も
等
し
く
、
ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
の
第
一

詩
集
と
第
二
詩
集
が
そ
れ
ぞ
れ
、
『
二
十
巻
の
自
殺
ノ
ー
ト
の
前

文
』
（
、
、
害
亀
ざ
亀
H
§
§
ミ
「
o
ぎ
§
雨
い
§
ミ
き
≧
§
）
（
一
九

六
一
）
、
『
死
ん
だ
講
演
者
』
（
『
ぎ
b
§
、
■
ミ
ミ
ミ
）
（
一
九
六

四
）
と
題
さ
れ
て
い
る
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
。

　
ア
ミ
リ
・
パ
ラ
カ
の
名
が
ア
メ
リ
カ
の
内
外
に
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
で
黒
人
青
年

が
白
人
の
娼
婦
に
よ
っ
て
理
不
尽
に
も
刺
殺
さ
れ
る
と
い
う
筋
蕃

き
で
、
現
代
版
の
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
神
話
と
も
言
う
べ
き
不
条
理

劇
『
ダ
ヅ
チ
マ
ン
』
（
b
ミ
き
§
§
）
（
一
九
六
四
）
の
上
演
成
功

　
　
＾
呂

に
よ
る
が
、
ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
の
唯
一
の
長
編
小
説
『
ダ
ン
テ
の

地
獄
組
織
』
（
－
ぎ
匂
冬
§
県
b
§
膏
、
・
ミ
ミ
）
（
一
九
六
五
）

は
、
そ
の
難
解
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
欧
米
の
文
化
的
伝
統
の

絆
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
精
神
的
な
苦
闘
を

如
実
に
示
す
も
の
と
し
て
、
然
る
べ
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
作
品
で

あ
る
。
な
お
、
作
者
自
身
の
私
生
活
に
即
し
て
言
え
ぱ
、
こ
の
作

品
が
発
表
さ
れ
た
一
九
六
五
年
、
ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
は
白
人
女
性

で
あ
っ
た
最
初
の
妻
と
離
婚
、
「
ビ
ー
ト
派
」
の
主
と
し
て
白
人

の
詩
人
た
ち
の
拠
点
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
・
冒
ー
ク
の
グ
レ
ニ
ヅ

チ
・
ヴ
ィ
レ
ジ
を
離
れ
、
ハ
ー
レ
ム
で
黒
人
演
劇
学
校
の
指
導
を

し
た
の
ち
、
ニ
ュ
ア
ー
ク
に
移
り
、
そ
こ
で
黒
人
共
同
生
活
団
を

組
織
し
て
い
る
。

　
『
ダ
ン
テ
の
地
獄
組
織
』
は
、
そ
の
題
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
そ
の
構
成
に
関
し
て
は
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
「
地
獄
篇
」

を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
は
、
古
く
は
ホ
メ
ロ
ス

（
串
o
昌
胃
）
か
ら
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
冒
イ

ス
（
－
嘗
昌
①
ω
－
o
｝
8
）
（
一
八
八
二
－
一
九
四
一
）
、
T
・
S
・

エ
リ
ォ
ヅ
ト
（
H
。
ω
．
自
－
9
）
（
一
八
八
五
－
一
九
六
五
）
に

至
る
ま
で
の
欧
米
の
文
化
遺
産
が
そ
の
影
を
落
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
も
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
背
負
わ
さ
れ
た
人

間
で
あ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
黒
人
の
「
非
ア
メ
リ
カ
化
」
と
は
、
こ
う
し
た
文
化
遺
産
の
璽

圧
を
は
ね
の
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で

30
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養
〕

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お

い
て
「
見
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
客
体
で
あ
り
な
が
ら
、
断
え
ず
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
〕

察
さ
れ
て
い
る
主
体
で
あ
る
、
と
い
う
そ
の
苦
闘
」
を
「
地
獄
」

と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
、
正
に
そ
の
「
地
獄
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

ア
メ
リ
カ
黒
人
が
拒
否
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
文
化
遺
産
に
他
な

ら
ず
、
ま
た
、
使
う
こ
と
を
拒
否
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
言
葉
で
、

そ
の
「
地
獄
」
は
語
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
『
ダ
ン
テ
の
地
獄
組
織
』
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
小

説
作
品
と
し
て
の
「
語
り
」
の
形
式
が
徹
底
的
に
被
壊
さ
れ
、
文

法
上
の
約
束
も
無
視
さ
れ
て
、
音
と
イ
メ
ー
ジ
の
連
想
に
よ
っ
て

結
ぴ
つ
け
ら
れ
た
一
見
、
意
味
を
な
さ
な
い
よ
う
套
言
葉
が
、
い

わ
ぱ
散
文
詩
の
よ
う
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
く
。
二
度
、
三
度
と
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ソ
ポ

み
返
し
て
、
ダ
ン
テ
の
地
獄
の
辺
獄
に
あ
た
る
と
見
ら
れ
る
「
入

り
口
の
間
」
（
：
↓
ま
く
9
庄
σ
巨
Φ
、
、
）
か
ら
、
異
端
者
た
ち
－
黒

人
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
黒
人
た
ち
－
が
閉
じ
込

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
地
獄
の
底
、
第
六
圏
に
至
る
ま
で
、
ア
ミ

リ
．
バ
ラ
カ
の
地
獄
め
ぐ
り
を
続
け
る
と
、
作
者
の
分
身
と
思
わ

れ
る
黒
人
青
年
ロ
イ
の
遍
歴
の
物
語
が
、
お
ぽ
ろ
げ
に
浮
か
ぴ
上

が
っ
て
く
る
。

　
ロ
イ
は
、
隣
人
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
系
市
民
も
住
む
ニ
ュ
ア
ー
ク
の

ス
ラ
ム
街
に
育
ち
、
様
々
な
性
体
験
を
重
ね
た
の
ち
、
航
空
隊

員
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
黒
人
部
落
「
ど
ん
底
」
（
、
ま
①

｝
o
津
o
昌
二
）
で
、
ダ
ン
テ
の
地
獄
め
ぐ
り
の
案
内
者
ヴ
ィ
ル
ジ
リ

オ
な
ら
ぬ
、
航
空
隊
員
仲
間
ド
ン
の
手
引
き
で
、
黒
人
娼
婦
と
交

渉
を
も
つ
が
、
白
人
か
ぶ
れ
を
し
た
黒
人
だ
と
し
て
、
三
人
の
黒

人
た
ち
に
殴
ら
れ
、
二
日
間
も
意
識
が
も
ど
ら
な
い
ほ
ど
の
衝
撃

的
な
体
験
を
す
る
。
意
識
の
む
ど
っ
た
ロ
イ
は
、
白
人
た
ち
に
囲

ま
れ
て
、
必
死
に
神
の
助
け
を
叫
ぴ
求
め
る
が
、
そ
の
神
で
す
ら
、

「
こ
の
社
会
で
は
、
白
人
そ
の
も
の
で
あ
り
、
白
い
『
観
念
』
な

の
だ
。
も
し
我
々
が
、
も
っ
と
強
カ
で
、
我
々
の
敵
の
救
済
か
ら

我
々
を
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
な
に
か
別
の
イ
メ
ー
ジ
を
創

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
）

り
出
し
て
お
か
な
い
限
り
」

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ア
ミ
リ
・
バ
ヲ
カ
に
お
け
る
黒
人

世
界
へ
の
復
帰
の
試
み
は
、
そ
れ
白
体
が
ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
の
地

獄
体
験
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
圭
言
え
る
が
、
『
ダ
ン
テ
の
地
獄

組
織
』
の
あ
と
、
ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
一
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
婆
勢
を
強
め
、
エ
ッ
セ
イ
築
『
根
拠
地
』
（
串
o
ミ
）
（
一

九
六
六
）
に
納
め
ら
れ
た
「
『
ニ
グ
ロ
文
学
』
の
神
話
」
の
中
で
、

従
来
の
黒
人
文
学
は
、
中
産
階
級
化
し
た
黒
人
の
生
み
出
し
た
、

白
人
の
文
学
の
模
倣
で
し
か
な
く
、
「
か
り
に
黒
人
文
学
な
る
も

31
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の
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
文
学
は
、
そ
の
文
単
を
生
ん
だ
文
化

の
弱
々
し
く
、
ま
た
忌
わ
し
い
諸
要
素
か
ら
絶
縁
し
て
、
そ
の
存

在
そ
の
も
の
を
、
も
っ
と
深
み
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
存
在
証
明
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
〕

し
て
用
い
な
け
れ
ぱ
い
け
な
い
L
と
言
い
、
さ
ら
に
「
声
明
、
も

レ
く
は
国
家
の
意
味
」
の
中
で
は
、
「
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
黒
人

芸
術
家
の
役
割
は
、
自
分
の
知
る
隈
り
で
の
ア
メ
リ
カ
の
破
滅
に

　
　
　
　
　
＾
〃
）

手
を
貸
す
こ
と
だ
」
と
ま
で
言
い
切
り
、
一
九
六
〇
年
代
の
後
半

に
な
る
と
、
旧
名
リ
ロ
イ
・
ジ
目
ー
ン
ズ
は
「
奴
隷
の
名
」
で
あ

っ
た
と
し
て
、
ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
名
（
「
祝
福

さ
れ
た
王
子
」
の
意
と
さ
れ
る
）
に
改
名
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ア
ミ
リ
・
バ
ラ
カ
の
黒
い
怒
り
の
声
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
公
民

権
が
曲
が
り
な
り
に
も
保
障
さ
れ
、
白
人
市
民
の
巻
き
返
し
も
あ

．
っ
て
黒
人
暴
動
が
鎮
静
化
す
る
に
従
い
、
そ
の
激
し
さ
が
反
っ
て

空
し
い
も
の
に
思
わ
れ
て
く
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
激
し
い
怒
り
の
あ
と
、
そ

の
文
学
は
、
大
別
し
て
、
民
話
的
な
語
り
の
伝
統
を
継
承
す
る
流

れ
と
、
実
験
的
で
、
超
現
実
主
義
的
な
傾
向
を
示
す
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
流
れ
と
に
分
類
で
き
る
が
、
前
者
に
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ゲ
イ

ン
ズ
（
内
旨
①
県
Ω
註
目
窃
）
（
一
九
三
三
1
　
　
　
）
、
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ヘ
イ
リ
ー
（
≧
異
｝
竺
2
）
（
一
九
二
一
1
　
　
）
な
ど
、

後
者
に
は
、
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
・
リ
ー
ド
（
室
一
昌
竃
一
肉
①
巴
）
（
一

九
三
八
－
　
　
）
を
最
前
衛
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
ル
ブ

ィ
ン
・
ケ
リ
ー
（
峯
昌
ぎ
昌
峯
9
く
巨
宍
①
＝
く
）
（
一
九
三
七
－

　
　
）
そ
の
他
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
二
つ
の
流
れ
の
中
間
に
女
流

作
家
ト
ニ
・
モ
リ
ソ
ン
（
H
o
邑
峯
o
昌
赤
昌
）
（
一
九
三
一
－
）

そ
の
他
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ゲ
イ
ン
ズ
の
代
表
作
と
し
て
評
価
の
高
い
『
ミ

ス
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ビ
ヅ
ト
マ
ン
の
自
伝
』
（
§
雨
』
ミ
き
ざ
雫
喜
ミ

呉
ミ
豪
㌧
§
“
皇
“
§
§
）
（
一
九
七
一
）
は
、
百
歳
を
越
え
る

黒
人
老
婆
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
聞
き
出
し
た
話
を
編
集
し
た
、

と
い
う
形
式
の
長
編
小
説
で
あ
り
、
南
北
戦
争
、
解
放
に
続
く
放

浪
の
生
活
、
短
か
か
っ
た
夫
と
の
生
活
、
わ
が
子
の
よ
う
に
し
て

育
て
た
孤
児
を
虐
殺
さ
れ
る
悲
し
み
な
ど
、
悲
惨
な
話
が
素
朴
な

語
り
口
で
語
ら
れ
て
い
く
が
、
そ
の
よ
う
な
苦
難
の
中
に
も
語
り

手
の
黒
人
老
婆
が
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
失
な
わ
な
い
姿
は
、
と

き
に
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
主
人
公
を
さ
え
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
作
品

は
、
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
強
調
し
た

と
さ
れ
る
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
の
商
業
的
成
功
作
『
ル
ー

ツ
』
（
ぎ
募
）
（
一
九
七
六
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
芸
術
的
な
質

の
高
さ
が
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
〔
つ
い

朋



（33）　主流に逆らうて

で
な
が
ら
、
ア
レ
ヅ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
は
、
『
ル
ー
ツ
』
の
扉
に
、

献
呈
の
辞
と
し
て
、
「
た
ま
た
ま
、
こ
の
作
品
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
建
国
二
百
周
年
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
『
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

ツ
』
を
祖
国
の
誕
生
日
の
贈
り
物
と
し
て
捧
げ
る
」
と
書
い
て
い

る
が
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
に
し
て
祝
い
得
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、

黒
人
奴
隷
制
度
を
か
か
え
て
建
国
し
た
ア
メ
リ
カ
で
、
植
民
地
時

代
か
ら
通
算
三
百
五
十
年
以
上
に
も
及
ぷ
差
別
と
抑
圧
を
生
き
抜

い
た
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
た
く
ま
し
い
生
命
カ
と
不
屈
の
精
神
を

措
い
て
他
に
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
〕

　
小
説
作
品
の
中
に
絵
画
の
＝
フ
ー
ジ
ュ
の
技
法
を
取
り
込
ん
だ

ユ
ダ
ヤ
系
の
作
家
ナ
サ
ニ
ェ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
（
老
顯
亭
彗
窒
一
峯
窪
｛
）

（
一
九
〇
四
－
一
九
四
〇
）
か
ら
最
初
の
文
学
上
の
影
響
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

け
た
、
と
自
ら
語
っ
て
い
る
イ
シ
ュ
メ
イ
ル
・
リ
ー
ド
は
、
ブ
ー

ズ
ー
教
の
世
界
観
に
よ
っ
て
白
い
ア
メ
リ
カ
の
価
値
体
系
を
突
き

崩
す
こ
と
を
企
て
、
そ
の
実
験
的
な
小
説
作
品
の
中
で
、
魔
術
と

し
て
の
言
葉
の
復
権
を
目
指
し
て
い
る
、
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
試
み
が
最
も
成
功
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
『
マ
ン
ボ
・
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
〕

ヤ
ン
ボ
』
（
ミ
ミ
§
ざ
㌧
S
§
ぎ
）
（
一
九
七
二
）
は
、
正
に
コ
ラ
ー

ジ
ュ
風
の
体
裁
を
と
っ
た
一
種
の
探
偵
小
説
で
、
伝
染
病
に
擬
せ

ら
れ
た
ジ
ャ
ズ
の
発
生
を
め
ぐ
る
騒
動
の
遠
因
が
、
エ
ジ
プ
ト
の

神
々
の
争
い
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
変
質
し
た
ビ
ー
バ
ヅ
プ
を
モ
ー

ぜ
と
キ
リ
ス
ト
が
後
世
に
伝
え
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
つ
き
と
め

ら
れ
る
、
と
い
う
壮
大
な
バ
ロ
デ
ィ
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヶ
リ
ー
の

世
界
は
、
む
し
ろ
、
日
常
的
で
、
し
か
も
7
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ

（
申
彗
・
宍
芝
ぎ
）
（
一
八
八
三
－
一
九
二
四
）
の
世
界
に
通
ず

る
も
の
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
作
『
別
の
鼓
手
』
（
」
b
§
ミ
ミ

b
§
§
§
ミ
）
（
一
九
六
三
）
で
は
、
何
人
か
の
登
場
人
物
の
口
を

通
し
て
、
由
緒
あ
る
白
人
一
家
の
た
め
に
働
い
て
い
た
黒
人
が
突

然
、
な
に
も
か
に
も
捨
て
て
出
奔
し
、
そ
の
あ
と
、
こ
れ
に
倣
っ

て
州
全
体
の
黒
人
た
ち
が
「
蒸
発
」
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
奇
想

天
外
な
話
が
語
ら
れ
、
代
表
作
の
ひ
と
つ
『
や
つ
ら
』
（
§
§
）

（
一
九
六
七
）
で
は
、
些
細
な
こ
と
で
妻
子
を
締
め
殺
し
た
あ
と
、

平
然
と
友
人
夫
婦
を
バ
ー
テ
ィ
に
迎
え
る
白
人
の
男
性
、
妻
が
お

手
伝
い
の
黒
人
女
性
の
愛
人
と
関
係
し
、
黒
・
白
の
双
生
児
が
生

ま
れ
て
狼
狽
す
る
白
人
一
家
の
姿
を
描
い
て
、
解
体
の
瀬
戸
際
に

あ
る
白
人
社
会
を
痛
烈
に
椰
楡
し
て
い
る
。

　
以
上
の
作
家
た
ち
と
な
ら
ん
で
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

女
流
作
家
の
一
人
が
ト
ニ
・
モ
リ
ソ
ン
で
あ
り
、
青
い
眼
に
憧
れ

る
醜
い
黒
人
少
女
が
、
実
の
父
親
に
犯
さ
れ
た
揚
句
、
狂
気
の
世

調
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界
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
話
を
童
話
仕
立
て
で
語
っ
た
第
一
作

『
と
ぴ
き
り
青
い
眼
』
（
§
雨
望
§
忽
尊
雨
）
（
一
九
七
〇
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刎
〕

最
近
作
の
『
タ
ー
ル
人
形
』
（
H
ミ
射
鳶
亡
）
（
一
九
八
一
）
に
至

る
ま
で
、
ト
ニ
・
モ
リ
ソ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
民
話
の
伝
統

を
新
し
い
感
覚
で
現
代
に
再
生
さ
せ
た
作
品
を
書
い
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
作
品
で
特
に
ト
ニ
・
モ
ゾ
ソ
ン
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
る
の
は
、
人
種
と
性
に
よ
る
二
重
の
差
別
を
強
い
ら
れ
て
き

た
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
女
性
た
ち
の
人
間
性
の
回
復
、
と
い
う
問
題

で
あ
り
、
上
述
し
た
『
と
ぴ
き
り
青
い
眼
』
、
ま
た
、
黒
人
部
落

の
中
に
災
い
を
呼
ぴ
寄
せ
る
疫
病
神
の
よ
う
な
黒
人
女
性
の
生
と

死
の
意
味
を
追
求
し
た
第
二
作
『
ス
ー
ラ
』
（
ぎ
δ
（
一
九
七
四
）

な
ど
は
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
文
学
に

新
生
面
を
開
く
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
保
守
化
の
傾
向
の
目
立
つ
昨
今
の
ア
メ
リ
カ
で
、
ア
メ
リ
カ
黒

人
は
金
体
と
し
て
寡
黙
に
な
っ
て
き
た
・
か
に
見
え
る
。
ま
た
、
そ

の
文
学
も
、
か
つ
て
の
戦
闘
性
を
失
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
も
は
や
白
い
ア
メ
リ
カ
に
期
待
で
き
る
も
の
を
何
ひ
と
つ

見
出
し
得
な
い
と
悟
っ
た
ア
メ
リ
カ
黒
人
が
、
「
黒
い
」
ま
ま
で

い
た
い
、
と
開
き
直
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
、
静
か
な

自
信
の
表
わ
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
9
崖
o
茅
ユ
ω
昌
9
『
ざ
ミ
晶
§
≧
§
ミ
ぎ
』
§
ミ
｝
§

　
（
宕
9
）
、
0
1
H
S
－
－
§
1

（
2
）
－
彗
鶉
要
巳
三
■
し
一
ぎ
婁
ミ
≧
ミ
§
§
（
岩
3
）
O
・
婁

（
3
）
9
■
o
寡
＝
軍
津
戸
言
ミ
o
寒
§
§
き
（
岩
葛
）
竃
・

　
N
N
I
o
0
H
－

（
4
）
9
0
胃
〇
一
着
ξ
＆
…
身
ζ
彗
ま
■
言
§
餉
皇
ミ
§
ぎ
（
－
畠
o
）

　
勺
1
o
。
十

（
5
）
　
q
．
日
阜
己
o
目
o
Ω
轟
き
H
一
吻
§
｝
o
ミ
ト
ミ
（
岩
9
）
（
：
2
o
冨
蜆

　
o
＝
胃
2
葦
～
o
o
o
o
目
、
）
勺
勺
－
ξ
占
旨
－

（
6
）
ξ
＝
－
畠
＝
旨
o
蓋
旨
二
曇
♀
；
す
雷
＝
ヨ
邑
o
巨
書
〇

　
四
旦
＞
邑
－
『
塞
旨
k
ま
g
＝
o
墓
㌔
、
；
宰
o
．
m
p
o
o
ρ
8
昌
9
多
雪
o
・
．
．

　
〔
言
昌
窪
缶
色
身
…
一
一
」
§
－
杏
ミ
9
§
“
ミ
（
乞
竃
）
o
・
。
。
塞
・
］

（
7
）
　
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
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ら
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